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肱川町内の自動車土場の価格です。（
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概要

前回よりやや品落ち iてもかかわらず，ここらが底値との見方もあり

又どんこ不足忙より厚肉物紅買気あり保合相場となった。

品柄 別価 格は 上香 伯 2,4 0 0,...__, 2, 5 0 0円

2, 8 0 0・円中心

2, 0 0 0,......, 2, 4 O 0「1
2,700 

2,300 

2, 7 0 0,.......,,3, 0 0 0円

2, 3 0 0,__, 2, 6 0 0円

1, 6 0 011]中心

1,200円中心

2月 17日， 2月27日です。 5日前位＆て出荷して下さい。
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昭和 47年 3 月什学杓給食予字献寸／表

肱川町立学校給食七ノター

日 ノ‘つ / 

゜ 生 乳 黄の食-品 赤の食品 みどりの食品，

でんぷん し四ぅ たんばく質 かいぶん ビタミノ

曜 献 立 名 働く力となる 血，°肉 0 骨になる 体の調子をよくする

1 厚あげのそ匪ろ煮 マロニー油 さとう 豚ひ苔肉厚あげ 人参 白菜

水 CLCココア ちくわ グリンピース

2 竹輪の照煮 こま 油 さとう ち く わ 卵 か ま 筏 こ 人参 白菜 もやし

木 こま和え

3 じゃがいものそ屈ろ煮 じゃがいも マロニー 鶏ひき肉油あげ 人参 白菜

金 あんパン 油 さとう グリンピース

6 いためうどん うどん油 豚肉 ちくわ 人参たまねぎ

月 はちみつ キャベツ ねぎ

7 エピ与ーフライ スパゲッティ 油 エピ与ーフライ 人参白菜キャペッ

スパゲッティサラダ スモークミート みかん

火 粉チーズ

8 ぜんさい ウィ／ナー 白玉餅 さとう あずき ウィンナー くだもの

水 くだもの
¥、,｝
;9 ， 好き焼き風煮 じゃがいも 牛肉厚あげ 白菜 グリンピース

こんにゃく

木 マロニー油 さとう

10 白玉もちあべ川 白玉餅、さとう きた粉豆腐油あげ 白菜わかめねぎ

金 みそ汁 みそ

13 ミートソース スパゲャティ スモークミート 人参たまねぎ

はちみつ 豚 0 牛ひき肉 キャベツ ねぎ

月 粉チーズ

14 あじ関きフライ 油マヨネーズ あじ開きフライ 人参たまねぎ

タルタルソース スモークミート キャベッ

火 ウィンナー I 粉チーズ卵

15 カレーシチュー じゃがいも マカロニ 牛肉粉チーズ 人参 たまねぎ ねぎ

ぷどうパン 油 脱脂粉乳 レーズン

水 （中生のみゆで卵）

16 いそ煮 じゃがいも さとう 油あげちくわ 人参 切こぶバナナ．

バナナ 小 l/2本 油

木 中し 1本

17 揚げパノ マロ ニー 油 さとう スモークミート 卵 人参 キャベッ 白菜

金 エッグサラダ コーン 粉チーズ脱脂粉乳 みかん レーズ／

20 
春 分 の 日

月

21 焼きそば 中華そば油 豚肉 ちくわ 人参たまねぎ

火 はちみつ， キャベツ ねぎ

22 ホワイトシチュー さつまいも マロニー 牛肉粉チーズ 人参たまねぎねぎ

ぶどうパノ 油 脱脂粉乳 スィートコーン

水 レーズン

23 親子煮 じゃがいも 油 幾肉卵油あげ 人参白菜

木 チーズ さとう グリンピース‘ I 
24 大学いも ウィンナ← さつまいも ごま油 ウィンナー ちくわ レーズン くだもの

I 

金 くだもの
！ 

さとう
-l i 

．，！ 

※ 材料の婦合で献立を一部変更する場合があります。



ヽ

り，昭和47年 4月 1日より

なり注すc

生命共済では

幼児共済では

2,0 0 O万円

3,0 0 O 

3 0 0万円

は対人賠償 2,000万円

り，それぞれ契約限度額が増大したのと，

その他，いるいろと特約加入ができるよう匠なり

ました。

地性保の壌主が肥 し 早 も す
方 匠 水 撒 を た 分 料 有 ー ま 目 早 今 と 木
をな力生団る解成機‘し匠い年言の
高るを物粒効し分質有よ二様もわ
めの高の構果てが肥機う月で冬れは
るをめ増造が生あ料質゜中すはま節
こ緩た殖にあずるのの にの大す分
と和りを変りるも効増 施で変°を
のし‘うえま腐の果設 肥｀暖 堺
ほ た ま な た す 植 の は を桑く 匹
か り た が り ° 質 外 そ 終園樹 し

す土し‘脳のにれ るの木 て
のる壌た土植作有自 様春の 動
吸ながり壌は用機体 に肥活 き
収ど酸‘中土に質に 致を動 出
・ー・・・・・`．．．．．““・ •ー・，．“．，．．．．，．．.．．,.，．，.,．............ ...• ........,.,........ 

はあ除れで三 すめ K そ千 効根
たる々ら固要こ二°に位れア年をが
しのにのめ素の‘ はい n:I々―多

てで吸肥固を肥璽） 三必必）レの層<
い葉収料形泥料― 千要要当消高な
る質出成化炭は用 K でなり耗める
。ユ来分しの窒粒 位｀有七量るの

るをた腐素状 い反機五はこで
ょ同も植。固 の収物 K

大う時のと燐形 施 増 の 以
きににで粒酸肥 用加量上

土急料 がをはと
を加の 必圏‘言
鉱里増 要る一わしまの

をてくこ物の設 でた

7. 6. 5. 4. 3. 2. 1.陀様農 I
(2) (1) ぎ解加陀病陀 陀払 拡陀げつ化村

次る 除お す入 な入 す込 種共 大み 対死る共いに社養
よがよる院っ院る猶別済すのす亡°済て対会老
う共び茂不た特°予‘掛ろりる共 金次処の生
に済疾か担場約 期型金°共倍済 額のす
す掛病、保合で 間別払 済率
る金入入陀匠被 中の済 のを
0 +I R占 Rt::t 切は共 陀変制 加弓lの

り‘済も更
替自者 で が を

間保のわ動が き共新
中条中る的 6 る済骰
匹項途よ胚〇 ょ掛す
での付う疾オ う金る を

0 0 ........... 

は
桑

の

を
拡
大
す

i

札
度
を
引
昏
~

．ヽ

し
~

り
・

4
 

カ

[
イ

ょ
う
。

9

あ
わ
せ
て
血
を
是
正
~

施
肥
量
は
畑
の
地
[

力

匹

よ

っ

て

も

異

り

：

す

る

た

め

｛

つ

い

て

ま

す

の

で

、

肱

川

町

[

次

の

仕

組

繭

す

る

o

1

損

害

保

障

の

の
甚
準
量
申
し
布
す
[

か

る

た

『

改

訂

と
春
肥
で
最
低
一
五
}

o
k
ー
ニ
0
0
k
位
~

二
月
中
に
施
用

i

い

共

}

の

範

囲

年
の
繭
増
産
と
~
る
。

[

囮

共

済

金

額

の

最

高

斐

の
向
上
陀
励
み
~

ょ
句
う
。

更
す
る
。

ー

7
 

'~~. 

を
は

後
の
共
済
金
額
を
時

を
限
度
陀
自
動
的
匠
復
元
す

る
よ
う
匠
改
め
る
。

い
共
済
掛
金
の
払
込
猶
予
期
間
を

延
長
す
る
。

固
返
れ
い
金
お
よ
び
追
徴
今

の

変

更

ナ

る

。の

従

っ

の

健

康

i

を
良
く
し
て
い

代
養
蚕
の
推
進

い
増
肥
増
産
に

所
得
の
向
・

(4) (3) 

約

む47、2,2 0  

共
済

の
一
部
変

[
皿
自
動
車
共
済

[

最

近

に

お

け

る

自

動

車

の

は

め

：
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
に

：
と
も
な
っ
て
交
通
事
故
も
増
大
の
一

ご
途
を
た
ど
り
、
賠
償
金
額
の
高
額
化

を
導
入
す
る
。

の
範
囲
を
拡
大
す
る
。
が
傾
向
と
も
相
ま
っ
て
自
動
車
共
済
陀

爆
発
等
匠
よ
る
損
害
；
よ
る
保
障
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ

~
て
き
て
い
る
。

．
の
担
保

②
火
災
自
然
災
害
陀
よ
る
偽
．
今
回
の
仕
組
改
訂
は
、
こ
れ
ら
の
情

害

の

担

保

勢

匠

対

処

す

る

た

め

、

保

障

額

の

引

．

R
主
共
済
契
約
に
よ
る
臨
時
費
昏
上
げ
、
免
責
規
定
お
よ
び
通
知
義

2
,

．

 

用

の

担

保

｝

務

規

定

等

の

整

備

を

は

か

る

と

と

も

は

固

自

然

災

害

に

よ

る

損

害

て

ん

補

匠

、

共

済

約

款

の

構

成

を

わ

か

り

や

約

割

合

を

引

昏

上

げ

る

。

．

す

く

し

、

組

合

員

の

便

宜

を

は

か

ろ

⑦

）

囮
割
産
の
火
災
等
尻
よ
る
損
害
を
:
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

担

保

す

る

制

度

を

新

設

す

る

。

：
L

対

人

賠

償

の

共

済

金

額

の

最

高

六

十

日

と

す

る

c

限
度
を
二
、

0
0
0万
円

忙

引

き

己

運

転

.
2

農
家
経
済
の
変
化
匠
対
処
す
る
た
[[

上

げ

る

。

一

手

る

。

め
の
仕
組
改
訂

.
2

自

動

車

共

済

契

約

引

受

査

定

某

止

害

危

険

山
共
済
掛
金
の
払
込
方
法
を
月
払

準

の

根

拠

を

明

定

す

る

。

す

る

。

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
．

.
3

共

済

事

故

通

知

に

つ

い

て

の

短

び

後

遺

障

卑

る
。

新
設
す
る
。

定
を
改
め
る
。

）
割
り
も
ど
し
金
を
共
済
契
約
の

侶
消
滅
時
ま
で
据
え
置
い
て
一
時
に

4

共
済
契
約
の
消
吟
つ
い
て
の

｀
割
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
]
規
定
を
改
め
る
。

｀

に

す

る

。

5

免
責
等
の
規
定
4

0

;
3

そ
の
他
の
仕
組
改
訂

6

搭
乗
者
傷
害
者
仁

~
い
名
称
を
改
め
る
。
の
免
責
規
定
を
改

i

~
図
火
災
共
済
金
の
額
が
既
払
込

1

共
済
約
款
の
構
曲

~
済
掛
金
の
合
計
額
よ
り
少
な
い
か
り
や
す
く
す
る
。

合

に

も

共

済

金

を

う

よ

う

す
る
。

1

.

i

 

3
 

,
'
,
 

傷

害

共

済

[

に
お
け
る
交
通
事
の
檄
増
は
、
{

傷
害
共
済
を
大
衆
化
す
る
と
同
時
匠
~

道
徳
的
危
険
発
生
の
余
地
を
生
じ
さ

i

せ
て
お
り
，
ま
た
，
需
要
の
多
様
化
[

お
よ
び
損
害
率
の
悪
化
に
つ
い
て
も
＂

の

利

率

の

定

め

方

を

＇

顕

著

な

も

の

が

さ

れ

る

。

[

上
げ
る
。

固い
に
つ
い
て

＞
 

wi 
共

を

日

内

に

お

け

る

事

故
に
限
る
旨
を
明
定
す
る
。

3

そ
の
他

共

済

お

よ

び

共

現

の

を

行

な

う

。

の
表

{3) (2) 

[
あ
わ
せ

9

の
で
あ
る
。

L

主
共
済
契
約
の

m
団
体
扱
い
陀

を
設
け
る
。

＇、2
 

ヽ

っ
)

-
3
 

~,' 

゜
加
入
制
度



．
耕
地
は
九
十
％
か
人
民
公
社
の
所
．
品
目
別
の
日
本
農
業
と
の
競
合
関

一
・
布
、
残
り
五
％
は
農
家
が
自
由
に
使
・
係
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

夏
用
九
点
セ
ッ
ト
一
四
II

四

0
0円
．

媛

経
済
連
通
倍
／
云
自
留
地
ピ
な
っ
て
い
る
。
生
産
~

詞
加
注
紋
紋
代
一
”
―
―

l
O
0円
匠
な
り
＂

．

ま

す

。

申

込

は

農

協

叉

は

婦

人

部

へ

愛

[
の
組
織
は
三
十
戸
匠
ど
の
生
産
隊
を

~
l

一
牛
肉
―
―

誓

飼

料

が

値

下

が

り

し

て

お

り

ま

す

「

ー

販

売

一

．

ー

基

盤

に

、

そ

の

う

え

に

生

産

大

隊

、

・

現

在

六

千

二

百

九

十

五

万

頭

を

飼

三

一

月

大

谷

方

而

中

国

の

国

連

加

盟

を

契

機

陀

日

中

貿

．

昨
年
は
運
賃
値
上
げ
と
原
料
値
上
で
二

i

i

さ
ら
陀
上
部
組
織
と
し
て
人
民
公
社
』
養
し
て
沿
り
、
欧
州
：
中
近
東
。
東

・

三

月

谷

方

面

．

易

、

と

く

匠

中

国

農

畜

産

物

の

輸

入

問

が

あ

る

。

人

民

公

社

は

農

、

業

生

産

の

．

南

ア

ジ

ア

。

香

港

な

ど

匠

輸

出

し

て

回
値
上
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
ア
メ
~
昭
和
四
十
六
年
産

リ
カ
ト
ウ
モ
ロ
コ
ジ
の
大
豊
作
と
流
通

i

月
野
尾
お
や
ぷ
[
題
が
ク
ロ
）
ズ
ァ
？
フ
さ
れ
て
窟
た
o

[

筏
か
、
そ
の
大
ぎ
ぃ
組
餓
を
利
用
し
口
ぃ
る
o

日
本
は
中
固
を
口
蹄
疫
地
区

の

合

理

化

で

、

十

月

と

今

年

一

月

に

値

'

[

米

取

扱

数

量

に

つ

い

て

こ

―

―

月

て
、
農
機
具
や
肥
料
の
生
産
工
場
を
し
と
し
て
枝
肉
の
輸
入
を
認
め
て
い
た

三

一

月

宇

和

川

南

部

i

こ
ん
ご
の
日
本
殷
業
冗
と
っ
て
問
返
を

i

下
り
し
て
森
り
ま
す
家
畜
飼
料
は
三
ヶ
，

建

設

運

営

し

て

い

る

。

．

い

の

で

、

当

面

中

国

か

ら

枝

肉

が

入

月
ご
と
匠
予
約
を
ま
と
め
、
配
達
を
し
＂
政
府
の
予
約
限
度
数
量
設
定
に
伴
い
、
二
そ
月
十
四
日
宇
和
川
北
部
ぃ
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
森
も
わ
れ
る
。
．

i

中
国
の
食
糧
政
策
は
各
省
ご
と
匠
、
る
心
配
は
な
い
。
し
か
し
口
蹄
疫
を

て

お

り

ま

す

。

只

今

四

月

か

ら

六

月

ま

．

政

府

匠

対

す

る

予

約

申

込

数

量

が

限

定

三

一

月

十

六

日

大

谷

方

面

．

そ

こ

で

農

林

中

金

の

資

料

を

参

考

厄

中

i

さ
ら
匠
県
ご
と
、
人
民
公
社
ご
と
に
・
理
由
と
す
る
輪
入
禁
止
に
、
関
係
業

・

―

―

一

月

十

八

日

谷

口

方

而

二

国

の

農

業

事

情

と

日

本

農

業

に

与

え

る

で
三
ヶ
月
分
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
一
さ
れ
肱
川
町
の
限
度
数
量
四
七
七
三
俵

i

沿
り
言
す
。
予
約
に
結
ん
そ
飼
料
は
運
、
の
割
当
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
i

.

[

食
糧
を
自
給
自
足
す
る
こ
と
に
目
ざ
界
か
ら
強
い
反
対
が
出
さ
れ
て
茶
り
、
―

三
一
月
二
十
一
日
月
野
尾
お
や
ぶ
．
知
聰
を
概
観
し
て
み
た
。
こ
ん
ご
の
業
．
し
て
い
る
。
国
と
し
て
一
年
な
い
し
．
こ
れ
が
解
禁
さ
‘1
る
と
日
本
の
肉
牛

賃
負
担
も
い
ら
ず
、
単
価
も
尚
安
く
成
』
天
候
等
の
事
情
に
よ
り
作
況
悪
く
予
約
ロ

-
＝
月
二
十
―
―
―
日
宇
和
川
南
部

i

務
推
進
の
参
考
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
~
二
年
分
の
食
糧
を
備
蓄
す
る
筏
か
、
．
生
産
者
陀
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で

り
ま
す
。
必
要
な
飼
料
は
全
量
有
利
な
．
時
よ
り
大
巾
忙
数
量
が
減
り
、
各
生
産
．

：
人
民
公
社
や
各
農
家
で
も
相
当
量
の
}
中
3

る
う
。

予

約

申

込

を

是

非

利

用

し

て

下

さ

い

。

．

者

共

例

年

に

た

＜

米

代

金

が

少

な

か

っ

三

月

二

十

八

日

宇

和

川

北

部

た

い

。

＂
備
蓄
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
＂
生
き
た
牛
は
十
二
月
五
日
か
ら
自

＝
一
月
は
決
算
月
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
四
．
た
事
と
思
い
ま
す
が
、
四
十
六
年
度
の
[
―
―
一
月
―
二
十
日
大
谷
方
面
．
中
国
は
、
一
九
克
九
年
以
後
統
計
数

~
日
本
と
の
貿
易
は
、
日
本
側
の
は
よ
国
に
輸
入
で

。

~
字
を
い
っ
さ
い
発
表
し
て
い
た
い
。
殷
~

月
分
の
飼
料
は
四
月
五
日
頃
に
配
達
に
•
取
扱
数
量
は
左
図
の
通
り
で
す

＂
な
は
だ
し
い
出
超
と
な
っ
て
．
吟
り
、
．
き
る
わ
け
で

醤

油

配

達

予

定

日

．

林

中

金

は

統

一

的

な

資

料

の

入

手

が

困

こ

ん

ご

輸

出

を

伸

ば

す

た

め

に

は

、

あ

る

。

中

国

成
り
ま
す
。
尚
頭
羽
数
の
移
動
で
飼
料
[

難

な

の

で

、

中

国

研

究

家

や

中

国

と

接

見

返

り

に

農

産

物

の

買

い

付

け

を

せ

玩

ご

ま

だ

口

蹄

す

ノ

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
変
更
月
の
一
週
．

間
前
位
陀
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。
申
込
[

、

三

月

大

谷

方

面

触

の

あ

る

人

の

意

見

な

ど

を

手

が

か

り

ま

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

。

中

国

側

は

つ

疫

が

あ

る

と

天

j

書
は
そ
れ
ぞ
れ
役
員
さ
ん
れ
送
っ
て
あ
．

翌

「

農

産

物

の

輸

出

に

よ

っ

て

日

｛

す

；

る

日

本

の

ち

め

三

一

月

谷

□冗
こ
れ
を
ま
と
め
て
い
る
。

り
ま
す
。

本

の

農

民

を

苦

し

め

る

よ

う

な

こ

と

熊

度

を

不

溝

持

給

三

月

方

面

i
-―

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
―
―

は

し

な

い

」

と

く

り

返

し

述

べ

て

い

．

と

し

て

、

中

口

白

ロ

ま

＿
水
田
用
ゲ
イ
カ
ル
の
予
約
と
り
ま
と
め
~
・
中
国
は
日
本
の
二
十
五
倍
の
土
地
に

．
る
。
し
か
し
商
社
間
の
週
当
競
争
で
向
国
は
い
ま
の
人
、

日

本

の

曲

胆

家

の

利

害

を

考

え

な

い

無

：

と

こ

ろ

生

牛

業

糧

は

す

で

に

終

っ

て

お

り

ま

す

が

、

農

閑

[

:

一

ハ

億

の

農

業

人

口

を

持

つ

圧

倒

的

に

農

i

業
の
比
重
の
高
ハ

期
施
用
か
普
及
さ
れ
て
活
り
ま
す
の
で
[

]

・

秩

序

な

輸

入

が

行

な

わ

れ

る

お

そ

れ

●

の

輸

出

を

拒

農

食

―
―
―
月
上
旬
陀
配
達
予
定
で
お
り
主
す
。
[
•
い
一
大
農
染
国
}

＂
が
あ
る
の
で
、
農
協
組
織
と
し
て
も
；
～
で
い
る
。
乃
一

と
ど
苔
ま
し
た
ら
す
ぐ
田
に
散
い
て
下

i
~

で
あ
る
。

こ
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
．
し
か
し
距
離
音
g

国
土
の
九
十
~

さ
い
。
湿
田
地
は
早
目
に
す
昏
起
し
て
・

；
も
近
い
の
で
、

6

重

日
光
匠
当
て
干
か
し
ま
す
と
鉄
分
の
働
[

上

ぷ

中

国

か

ら

生

％

以

上

の

地

域

・

ヒ

苔
が
良
く
た
り
、
肥
効
を
高
め
る
陀
役
[
が
邑
門
亜
熱
•
る

元
千
と
く
匠
肥

立
ち
ま
す
か
ら
是
非
実
行
し
て
下
さ
い
。

i

帯
圏
に
属
し
、
~
め占

百

用

素

牛

が

日
本
に
で
き
る
~
に

；
入
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ク
ミ
ア
イ
喪
服
セ
ッ
ト
~

の

農
産
物
は
す
べ
~
ヰ

て

豊

富

匠

生

産

]

済

ち
か
ご
ろ
喪
匠
服
す
る
和
装
の
女
性
が
~

多
く
な
り
ま
し
た
。
予
期
し
た
い
出
来
~
さ
れ
る
。
こ
の
~
経

民

事
陀
も
あ
わ
て
る
こ
と
な
く
、
し
な
や
~
ほ
か
、
バ
ナ
ナ
~
国

か
匠
装
う
こ
と
は
現
代
女
性
の
常
識
とi

。
ハ
イ
ン
ナ
ッ
プ
~
の

箆ぎ

な
っ
て
い
:
す
°
殷
協
で
は
テ
イ
ジ
ン

i

ル
な
ど
の
熱
帯
~
農

特
選
喪
服
セ
ッ
ト
の
取
扱
を
し
て
姦
り

i

．

農

産

物

も

華

南

i

共中

逹
す
。
合
冬
用
九
点
セ
ッ
ト
組
合
渡
し

i

地
区
で
増
産
さ
[

一
五
”
二

0
0
円

・

昭和 4 6 年度産米取扱数量

自主流通米数量 予約外

政府米

力 ケ米 飯用米 モ チ米 超加米 計

俵30K 
1200俵

30K 30K 
347俵 4653俵2,976 lll俵 18俵

十十
七
日

宇
和
川

日

金金

お
や
ぶ

一日

金 木 火木 火土

九
日

木 火木

七
日

四
日

火土

二
日

木

三

月

分

集

配

予

定

日

’
 ．

 
~
れ
て
い
る
。

の農業情勢

日本農業への 響

0財政収入に占める比重

0工業生産の中で農産物を原料

とするもの

0軽工業の中で農産物を原料と

する恋の

0輸出商品中の農産物とその加

工品

0国内市場販売商品中の農産物

50% 

5 0 oJ;。

800/o 

70りo

8 5 d/o 


